長期履修制度について
熊本大学大学院自然科学教育部では、平成２０年度から長期履修制度を導入しました。
本制度は、学生の皆さんが職業を有している等の事情により、標準修業年限（博士前期課程２年・博士後期課程３年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し、修了することを希望する場合に、その計画的な履修を認める制度です。
長期履修が許可された場合、通常の標準修業年限分において支払う授業料の総額を長期履修期間として認められた年数で除した額の授業料を納めることとなります。

なお、長期履修学生となるための要件・年数等については、以下のとおりです。
１．要件
　　新入生又は博士前期課程１年及び博士後期課程１～２年に在学する者のうち以下の　いずれかに該当する場合
（１）職業を有し就業している者（自営業及び臨時雇用を含む。）

（２）育児、介護等を行う必要がある者

（３）その他教育部長が相当と認めた者

　　２．長期履修を行う年数

　　　　○博士前期課程（修士課程）

　　　　　新入生　　原則として１年単位とし、４年以内
　　　　　在学生　　原則として１年単位とし、未修学年数の２倍の年数以内
○博士後期課程
新入生　　原則として１年単位とし、６年以内
在学生　　原則として１年単位とし、未修学年数の２倍の年数以内
　　３．申請期間

　　　　○新入生　　　　　　　　　入学手続期間に同じ
○在学生（４月入学者）　　令和５年２月１３日（月）～２月１７日（金）
○在学生（１０月入学者）　令和５年８月１０日（木）～８月１８日（金）

　　４．申請方法
　　　申請期間内に以下の書類を熊本大学自然科学系事務課大学院教務・国際担当へ提出して
　　ください。
（１）「長期履修申請書」及び「長期履修計画書」

（２）長期履修の申請理由を裏付ける証明書（「就業証明書」等）
　　５．授業料の計算例
　　　長期履修による授業料年額＝通常の授業料年額×標準修業年限÷長期履修許可年限
　※その他不明な点等については、熊本大学自然科学系事務課大学院教務・国際担当
　　（096-342-3016）へお問い合わせください。
